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きのうのよる、ぼくのまちでゆきがふりました。
さむいドイツにすむひとにとっては、とくべつなことではないかもしれません
が、ぼくはあたたかいにほんのみなみにすんでいます。
ここではゆきはほとんどふりません。なので、そのしろいはなびらをこううん
にもみることができたのは、きのうがはじめてでした。
「のびたくん！」あさ、おかあさんがぼくをおこそうとよびました。
「のびたくん、ゆきがふっているわよ！おきてきがえて、はやくおばちゃんの
ところへいってあげて。おばちゃん、さむくなるのになにもよういしてなかっ
たから、ぶあついようふくがいるの。このコートと、ぼうしと、それからてぶ
くろももっていってあげて。」
「えっ？」ぼくはねぼけまなこでこたえました。
「わざわざおばちゃんのところまで行かなきゃいけないの？でもすごくとおい

…し、そとはとってもさむいよ 」
「のびたくん、あなたおとこのこでしょ！それにそとはまっしろでとてもきれ
いよ！きっとたのしいわ！」
そのことばですべてがきまりました。
ぼくはあつでのコートをきて、おもいふゆようのくつをはいてしゅっぱつしま
した。
まだまだそらかゆきがおちてきていて、めのまえのみちもふだんとちがってい
て、みわけがつきませんでした。ちいさいおかをあるいて、すべってころばな
いようちゅういしなければなりませんでした。
なんてきれいなんだろう！
そしてまちはとてもしずかで、まるでひとびとはみなねむっているかのようで
した。
まったくどこにいるかわかんないや。どっちをむいても、しろ、しろ、しろ！
もうみちにまよっちゃったのかな？このいえもしらないし、あっちのいえもみ

…たことない 。こうやってゆきにすっかりかこまれちゃうと、なんだかちょっ
ときみがわるいや。

…ひとりぼっちでこわくなって、みちにまよったようなきもするし 。そんなと
き、まえにいちどきいたこわいはなしをおもいだしました。
はげしいふぶきのなかでひとびとをおどろかせ、みちにまよわせるおばけ、ゆ

… …きおんなのはなしを 。あんなの、こどもだましのはなしだけど、でも 。
かぜはたえまなくふいていて、まるでつめたいてがのどにふれるかのよう。
あのとおくにみえる、きみのわるいシルエットはなに？ながくておおきい！た
だのきにきまってる！
もちろんそれはただのきでしたが、それでもぼくはおそろしくなって、わっと
かけだしました。
しんぞうがドキドキしながら、ぼくはおばちゃんのいえをさがしました。
あっ！やっと！あのとんがりやねの、おにわにさくらのきがあるおうち！みつ
けた！よかった、やっとみつけたよ！
おばちゃんがげんかんのドアをあけてくれるやいなや、ぼくはおばちゃんにと
びついて、こしにかおをうずめました。
「まみこおばちゃん！こわいよう！ゆきおんなが！」
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「あらあら」おばちゃんはおちついたこえでなだめると、ぼくをリビングへと
つれていきました。
「ゆきおんなをこわがるひつようなんてないのよ。」
ぼくはおばちゃんにもってきたふくをわたし、いっしょにリビングであたたか
いおちゃをのみました。
「でもしってる？」おばちゃんはききました。
「どうしてゆきおんながおばけになってしまったか。」
ぼくはあたまをよこにふりました。
「かのじょはわかいおんなのひとだったの。ふぶきでみちにまよってしまって
ね、ひとりさびしくなくなったのよ。いまはおばけになってしまったけどね、
ちいさなこどもをきずつけるようなことはぜったいにしないわ、のびた。」
きょうみぶかくおばちゃんのはなしをきいていたぼくは、そのことについてよ
くかんがえてみました。
ほんとうにこわがるひつようはなかったのかな？
たしかにおばちゃんのはなしはすじがとおっている。ゆきおんなはわかいおん
なのひとだったんだ。ぼくとそんなにとしもかわらなかったかもしれない。
なんてひどいうんめいなんだろう。いまもおばけとしてさまよっているのもふ
しぎじゃない。
「おちゃ、ありがとう！」ぼくはそういうと、くつにあしをすべりこませまし
た。
「かえりみちはもうこわくないさ！」
おもてへでると、まだまだゆきはふっていて、まるでまほうのようにひかって
いました。
ゆきおんなのかみも、おなじくらいしろいのかな？
ゆきおんなのこえも、きぎのあいだをはしりぬけるかぜのようなこえなのか
な？
ゆきおんなのほっぺたも、いけにふりつもったゆきのようにつめたいのかな？
かえりみちは、ゆきおんなにばったりあうかもしれないということはまったく
しんぱいしませんでした。みちにまよって、いえがわからなくなるしんぱいも
もうありませんでした。
はればれとしたきもちで、かどをまがるたびに、ひそかにきえかかりそうなそ
のすがたをみつけ、かわいそうなおんなのひとといっしょにいえまでかえれな
いかな、なんておもっていました。
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